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 要 旨   
 アジア系人種には ALDH2(アルデヒド脱水素酵素 2)の酵素活性欠損型(ALDH2*2 型)で
あるフラッシャータイプが存在する。酒類の違い、食事の有無といった諸飲酒条件の血中

アルコール代謝動態への影響をALDH2*1/*1型(15名)ならびにALDH2*1/*2型(20名)の健

常人男性(40-60 歳)を対象に調べた。市販の甲類焼酎（水でアルコール度 16％に希釈）とビ

ール（アルコール度 5％）、エネルギー･脂質調整セット食(460kcal)を用いて、エタノール

0.32g/kg 体重相当量で摂取するオープン交差比較試験を行った。ALDH2 多型にかかわら

ず、空腹時には、最高血中エタノール濃度 Cmax は焼酎がビールよりも高値となり、食事

摂取によってその差が見られなくなった。ALDH2 多型にかかわらず、食事摂取は血中エタ

ノール濃度を顕著に低下させていた。これには、胃部での滞留時間延長による初回通過効

果の増大が関わっていると考えられた。また、これまでの報告通り、アルコール度数に従

って血中濃度の上昇が観察された。ALDH2*1/*1 型では血中アセトアルデヒド濃度が低値

で推移したが、ALDH2*1/*2 型はすべての飲酒条件で顕著な濃度上昇が認められた。以上

のように、日常的に見られる諸飲酒条件はアルコール代謝動態を複合的に変動させ、その

影響は ALDH2 多型間で異なった。 
 
 
 
 
 
 
 

 




